産後早期に助産師の産後ケアを受けた女性の経験 by 市川 香織




















The lived experience of a woman who received postpartum care for midwives  











   
学籍番号：1480001 
 







平成 29 年 8 月 23 日 
学位論文要旨 
博士論文 指導教員  齋藤 泰子 
専攻（地域看護学）学籍番号 1480001 氏名 市川 香織 
論文題目 産後早期に助産師の産後ケアを受けた女性の経験 




















































目   次 
Ⅰ 序章..…….………………………………………………………………………………………1 
１．研究の背景……………………………………………………………………………………1 
  １）産後の女性に対する日本の習俗……………..…………………………………………..1 
  ２）諸外国における産後の文化………..……………………………………………………..3 
  ３）現代の日本における産後の女性を取り巻く状況 ……………………………………..5 
 ２．研究動機 ……………………………………………………………………………………7 
３．研究の意義 ………………………….……………………………………………………..9 
 
Ⅱ 研究目的 ……………………………………………………………………………………….9 
 １．研究目的 …………………………………………………………………………………10 
２．用語の定義 ………………………………………………………………………………….10 
  １）産後ケア ………………………………………………………………………………10 
    ２）産後早期 ……………………………………………………………………………….10 
 
Ⅲ 研究方法….……………………………………………………………………………………10 
 １．研究方法 ……………………………………………………………………………………11 
２．現象学的アプローチを用いる理論的根拠 ………………………………………………11 
 ３．データ収集   ………………………………………………………………………………13 
１）研究協力者の選定 ………………………………………………………………….. 13 
 （１）研究協力者の条件  ……………………………………………………………..13 
 （２）研究協力施設（産後ケア施設）の選定  ……………………………………..13 
 （３）研究協力者の数  ………………………………………………………………..15 
 （４）研究協力者のリクルート方法  ………………………………………………..15 
 （５）研究協力期間  …………………………………………………………………..17 
   ２）研究期間  ……………………………………………………………………………..18 
   ３）データ収集の方法  …………………………………………………………………..18 






   １）研究協力者の研究への参加・協力の自由意思と拒否権の確保…………………..20 
   ２）個人情報およびプライバシーの保護と匿名性の厳守方法………………………..21 
    ３）予測される研究協力者の不利益とそれを回避する方法および研究協力者に期待
される利益....……………………………………………………………………22 
   ４）研究結果の公表….……………………………………………………………………22 
     ５）研究倫理審査….………………………………………………………………………23 
 
Ⅳ 結果 ...…………………………………………………………………………………………23 
１． 研究協力者の経験…………….……………………………………………………………23 
１） Aの経験……………………………………………………………………………….23 
２） A の経験の構造……………..………………………………………………………..26 
３） Bの経験……………………………………………………………………………….28 








    １）出産後の身体的な苦痛がある中で医療施設主体のスケジュールをこなす…….47 
      ２）身体的な苦痛が続く中「自分のことは二の次」にして育児を始めざるを得ない 49 
３）医療施設の機械的な指導だけを頼りに育児が始まる…………………………….50 
４）家族には頼れず気を遣う…………………………………………………………….51 
   ５）「私を第一に」考えて休ませてもらい張り詰めていた緊張が初めて解ける……54 
   ６）私と児に合った方法を見つけられるように寄り添ってくれる存在に安心する..56 
   ７）身体の回復とともに精神的な安定が訪れ気持ちに余裕ができる………………..59 
   ８）後回しにしていた自分のことを考える時間が持てて頭の整理がつく…………..60 
  




   １）出産による身体的ダメージを抱えながら、他者のペースで産後を過ごす……..62 






    １）産後早期の女性へのケアの見直しの必要性………………………………….68 





















資料 1 研究協力依頼書（研究協力施設管理者用）…………………………………………..78 
資料 2 研究協力者募集チラシ…………………………………………………………………..79 
資料 3 承諾書（研究者保管用）………………………………………………………………..80 
資料 3 承諾書（施設管理者控え）…..…………………………………………………………..81 
資料 4 研究協力依頼書（研究協力者用）……………………………………………………..82 
    別添 研究協力のお願い……………………………………………………………….84 
    別添 インタビューガイド…………………………………………………………….85 
資料 5 同意書（研究者保管用）………………………………………………………………..86 
資料 5 同意書（研究協力者控え）……………………………………………………………...87 
資料 6 同意撤回書（研究者保管用）……………………………………………………………88 
資料 6 同意撤回書（研究協力者控え）………………………………………………………..89 
資料 7 インタビューガイド..……………………………………………………………………90 
資料 8 研究協力者の概要………………………………………………………………………..91 
























































































生行政報告例によると全国で 400 か所と少なく、平成 26 年の助産所、自宅・その他におけ
















































































































行い、市町村を対象とした産後ケア事業の補助を始め、平成 26 年度は 29 市町村が取り組
み始めた。平成 27 年度は妊娠・出産包括支援事業が約 150 市町村で実施予定とされた（厚


















































































































































































































































所 4 施設（B 助産所、C 助産所、D 助産所、E 助産所）である。 
産後ケアを実施している施設は、一般社団法人日本産後ケア協会のホームページに





































































 ・インタビューの内容は IC レコーダーに録音させていただくとともに、インタ
ビューの時の状況はフィールドノートに記載させていただきたい。録音デー
タおよびフィールドノートの内容はすべて文字化し叙述に起こし、研究終了

























場合は 1 週間程度で研究者に再度連絡をいただきたい。 


































































   研究者は科学的現象学的還元の態度、人間科学的視点をとり、データの諸々の含意
に対して感受性を鋭くして、叙述全体の感じを掴むために全体を読む。 
（２）意味単位の決定 
   叙述の内部に含まれている幾つかの意味単位を確立する。 
 （３）参加者の自然的態度の表現の、現象学的心理学に感受性のある表現への変換 

























































































































A は、30 代の初産婦で、医療施設において帝王切開術で出産した。術後 5 日目に医療施
設を退院したが、退院後から乳房トラブルがあり、ケアを受けた自宅近くの助産院の助産師
の勧めで、助産院の宿泊型産後ケアを利用した。その後、期間をおいて 1 泊 2 日で再度宿


































かあっちゃいけないから、ミルクは 3 時間おきにこれだけ飲ませてと言われて。で、1 ヶ月





















































A は「頭の整理するって、やっぱすごい大事」（17）だが、それには、「1 泊 2 日だと足り
なかったなと思いました。2 泊 3 日でなんかその切り替わったんですよね、なんとなく。」
（21）と、宿泊型産後ケアを 2 泊 3 日利用したという時間が、「大きかったと思う。自分の
中で。」（21）と言う。A は、「何か、仕事もそうなんですけど、1 週間くらい休むと働いて
もいいかなってあるじゃないですか。あれと同じかなって思ったんですね。なんとなく。」

























































A は、頭の整理をするにはある程度時間も必要で、「1 泊 2 日だと足りなかった」、「2 泊
3 日でなんかその切り替わった」と感じた。仕事でも「1 週間くらい休むと働いてもいいか
な」と思うのと同じで、自分にとっては 2 泊 3 日の産後ケアが、自分が切り替わるために
は必要だった。仕事でも育児でも頭の整理をするにはある程度休む時間も必要で、不思議な
ものだなと A は思う。 
 
３）B の経験 
B は 30 代初産婦、医療施設において麻酔分娩で出産した。産後ケアについては妊娠中か
ら自分で調べ利用登録をしていた。出産した医療施設を退院して 1 週間経ってから 6 泊 7
日で宿泊型産後ケアを利用した。退院直後は満室で予約が取れなかったため、予約ができた
退院後 1 週間から利用した。その後も同じ施設にデイケアで 3 回通っており、産後 3 か月

































































































































































































C は 30 代 1 回経産婦で、上の子もいるため、妊娠中から産後のサポート体制について不
安が大きかった。出産時に上の子も一緒に入院できることから助産院での出産を希望し、同
じ施設での産後ケアにも申請し予約することができた。助産院での出産後 5 日間は通常の
産褥入院をした後、6 泊 7 日で産後ケアを利用した。 






















































































【第 1 子の産後に比べはるかに心が安定した】 



















D は 40 代初産婦、医療施設において帝王切開術で出産した。術後 8 日目に退院、退院直
後から助産所で宿泊型産後ケアを 6 泊 7 日利用した。産後ケアは友人が利用して良かった
という話を聞いていたので、妊娠中から市に話を聞きに行き登録申請していた。 


























































































































「自分も見習わないといけないな」と D は思った。 
 
９）E の経験 











（1）、E 自身の退院後、「もうずっと電話待機で、朝の 8 時から夜の 10 時まで」（1）して










































児の退院は入院延長から 4 日目の昼だった。E は児の退院と同時に助産所の産後ケアを

















































いてあったんで、そんなもうかわいそう」と思い、「朝の 8 時から夜の 10 時まで」医療施
設からかかってくる電話での呼び出し（授乳のタイミングで呼び出しがあった）に応じて授
































































































































































電話待機で、朝の 8 時から夜の 10 時まで。（中略）その後は授乳（搾乳）、搾乳器で。
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平成 27 年●月●日 
（研究協力施設管理者）     様 
武蔵野大学大学院看護学研究科看護学専攻 

























     研究協力者を募集するためのチラシ（資料 2）を、産後 2 か月までに貴施設で産後ケアを受
けた女性に対して配布していただければ幸いです。 
     チラシを見て研究協力を希望する方から研究者へ電話または電子メールで直接申し出てい
ただきます。 
 （４）研究協力者への研究協力依頼 
     研究協力者とお会いし、研究者から文書と口頭で直接説明を行い研究協力を依頼します。 
 （５）研究協力者に協力していただく内容、期間等 
     お一人につき 60 分程度のインタビューを行います。インタビューの実施時期や実施場所は
研究協力者に合わせて調整する予定です。場合によっては複数回インタビューを行います。 
３．貴施設にご協力いただきたいこと 








武蔵野大学研究倫理委員会 研究倫理審査承認番号 2708-2        
■研究内容に関するお問い合わせ 
研究実施責任者：武蔵野大学大学院看護学研究科看護学専攻博士後期課程 市川香織 




（連絡先） 住所：東京都西東京市新町 1-1-20  
電話番号：042-468-3350（直通）（受付時間 平日 9:00～17:00） 
78 
資料 1 研究協力依頼書（研究協力施設管理者用） 













  1．産後 2 か月までに宿泊して産後ケアを受けた女性で、 
ご自身の経験を語っていただける方 





















武蔵野大学大学院看護学研究科看護学専攻博士後期課程 市川香織     
指導教員：武蔵野大学大学院看護学研究科教授（地域・在宅看護学）齋藤泰子


















  ＜研究協力解除事由＞1．研究者が病気や怪我等により研究が困難になった場合 
            2．研究者の説明や申請に虚偽が発覚した場合 
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平成 27 年●月●日 
（研究協力者） 
             様 
 
武蔵野大学大学院看護学研究科看護学専攻 
























フィールドノートの内容はすべて文字化し叙述に起こし、研究終了時（平成 29 年 3
月）に録音は削除し、フィールドノートはシュレッダー処理します。 
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  1．産後 2 か月までに宿泊して産後ケアを受けた女性で、ご自身の経験を語っていただけ
る方 
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関東 術後 5 日目に退院し、退院後数日し
てから 2泊 3日で宿泊型産後ケアを
利用し、その後期間をおいて 1 泊 2
日で再度宿泊型産後ケアを利用し
た。その後も同じ施設でのデイケア
































関西 術後 8 日目に退院し、直後から宿泊



















  30 代初産婦。帝王切開術で出産。術後 5 日目に退院し、退院後数日してから 2 泊 3 日
で宿泊型産後ケアを利用し、その後期間をおいて 1 泊 2 日で再度宿泊型産後ケアを利用




















































I：2 泊 3 日で使われたんですね。 
















I：で、○月上旬に 2 泊 3 日で。 


















































































































































A：で、お金払ってでもいいから 2 日くらい伸ばそうと思ったら断られた。（笑） 
I：そうなんですか・・。お願いしてもだめ？ 
































































6 泊 7 日出るんですね。それとデイケア 7 日。V 市は出るんですけど。その方に言われ
たのは、なんか私 1 泊 2 日ぐらいなのこまめに入れようかなって思ったんですけど、












ですけど、やっぱりそうだな。なんかその、1 泊 2 日だと足りなかったなと思いまし
た。2 泊 3 日でなんかその切り替わったんですよね、なんとなく。 
I：あ、そうですか。じゃあ最初 2 泊 3 日が良かったんですかね。 
A：大きかったと思う。自分の中で。で、あと、ここでお世話になるとき、本当に体休め



































  30 代初産婦。麻酔分娩で出産。医療施設退院後 1 週間経ってから 6 泊 7 日宿泊型産後
ケアを利用した。その後も同じ施設にデイケアに 3 回通っており、産後 3 か月目にもう






































































































































































































































































































































































































































































  30 代 1 回経産婦。妊娠中から産後の支援者不足への不安が明らかだったため、助産所









































































































































































































































































  40 代初産婦。帝王切開術で出産。術後 8 日目に退院し、直後から宿泊型産後ケアを 6





D：ええと 7 泊 8 日ですね。 



































































































































































































































































  40 代初産婦。自然分娩。正期産だが低出生体重児だったため児は出生後保育器での管













E：病院が車で 5 分ぐらいなんですけど、私、授乳しに通ってましたもん。 
I：あ、そうですね。うんうん。 



























E：それ結局 3 日で、4 日目の日の朝に、ちょっと朝に 1 回病院に行ったんですね。授乳























































































もう一つの K さん（K 助産所）という…。うちの面談に来てくれはったんが K さんの
助産師さん。で、うちへ来てもいいよみたいな感じで一応言ってくれはったんですけ












































































































E：結局 5 日間お世話になって、すごい体は休めましたね。 
I：ああ、そうでしたか。 
（13） 
E：本当に休めました。休めたし、気持ち的にも余裕ができたというか、子どもに対して
の扱い方であったりとか、余裕ができましたね。今までは、泣いたら、うわー、泣いた、
どうしようみたいな。最初はそうだったんですよ、行ったとき、J さんところへ。どう
したらいいですかみたいな、泣いてるみたいな、こういう場合はみたいな感じだったの
が、帰るときは余裕がちょっとできて。 
I：ああ、よかったですね。 
E：もう泣かないでみたいな、こうよみたいな、はい、はいみたいな、そんなんができる
ようになって帰ってきましたね。 
I：それは自分でも、自分は変わったなという感じなんですか。 
E：そうですね。ありましたよ。だって、最初なんか抱っこの仕方。おくるみで何かぎこ
ちない状態で連れていった状態だったんですよ。チャイルドシートも一応ついてたん
ですけど、どうやって乗せるのとかも全然わからない状態だったので。ちっちゃいし、
これ大丈夫みたいな。ほんとそうでしたね。 
（14） 
E：だから、こういう産後ケア知らない人って絶対多いと思うんですよ。 
I：そうですね。 
E：そうなんですよ。絶対私みたいに、ちょうど産婦人科行ってるときに、妊娠中に私マ
タニティーヨガを行ってたんですよ。友達いないんですけど、マタニティーヨガで結構
話す子とかができたですね。私と同じ状態で、私、四国なんですみたいな、出身がみた
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いな。この辺知り合いいないんですみたいな。私よりも最初に産んでるんですね、その
子。状況が似てて、四国から、田舎から両親が出てくるのに、電車で乗り継いで来れる
ような両親じゃないと。近所には義理のお母さんが一人住んでるから、その人に手伝っ
てもらうみたいな、お母さんに手伝ってもらうみたいな、こんなん知ってたら絶対その
子も使ってたと思うみたいな、結局すごい大変だと言ってましたもん。両親は断ったっ
て言ってましたもん。ここに来るのが絶対無理みたいな。ましてや、うちも 70 なんで
すけど、結構高齢なので。 
I：逆に、来てもらうことで自分が気遣っちゃう。 
E：そうそう、気遣う、ストレスになるじゃないですか、どうやって来るんだろうみたい
な。なので、その子も知ってたら絶対きっと使ったんだろうなみたいな、知らない人多
いんだろうみたいな、思いましたね。そういう人って結構いると思うんですよ。ヨガ行
ってるときに、結構実家が遠い、○○（甲信越）なんですとか。 
I：結構いろんなところから見えてたんですね。 
E：結構来てますよ。だから、私は里帰り出産するんですとか、あと東京の子は、私は両
親がすごい都会で東京で育ってるから、電車で乗り継いで来れるからみたいな。都会で
育ってる人は来れる。でも、田舎の人って。わからないんですよ。ましてや、うち東北
だから、言葉がもう、関西弁に多分なれてないんですよ、うち両親が。東北弁で、多分
言葉も通じない、英語飛び越してフランス語みたいな感じなんで。 
I：そんな思いさせるのもって思っちゃいますもんね。 
E：そうなんですよ。結局孫見たさに来たことは来たんですけど、それも主人が迎えに行
って、空港まで行ってみたいな、送迎してみたいな。帰りは、私が調べて、空港タクシ
ーみたいの何かあるんですよ、乗り合いの。家まで迎えに来てくれて空港まで送ってく
れて、2,000 円ぐらいなんですね。それで乗せて帰らせたみたいな、そういうのもやっ
ぱり気を遣うので。 
I：そうですよね。 
E：そうなんですよ。 
（15） 
E：あともう一つ、ほら、主人が●月に忙しいって言ってたじゃないですか、それのスト
レスもあったんですよ。 
I：頼れないなっていうのが。 
E：そう、頼れないから私がやらないとだめみたいな。じゃ、どうしようみたいな。すご
いそういうのもあったんで、それを相談したら、いつ来てもいいようにしてくれはった
んで、すごい気持ち的には、どっちに転がってもって思ってたような感じだったので、
すごいよかったですね。 
I：ご主人はその産後ケア使ったことに関しては、何かおっしゃってたんですか。 
E：最初は、えっみたいな感じがすごいあったんですよ。多分よくわかってなかったと思
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うんですね。あっち兄もいるやんみたいな。 
I：ああ、何でみたいな感じだったんですかね。 
E：言ったらええやんみたいな。しんどかったらしんどいって言ったらええやんみたいな。
なんか言ってはったんですけど、私ちょうど病院に（義姉が）抱っこしに来たときに、
「木曜日、あ、違う、どうしよう」みたいな言ったんですね。「退院できるかわからへ
んし、うち父と母が飛行機で来る間をどうやって乗り切ろう」みたいな感じでさらっと
言ったんですよ。そしたら用事があるからその日は無理みたいな。でも、その用事も私
知ってるんですけど、えっ、そっちの用事優先みたいな、なめてるやろと思って、すご
いなんか、もうそこで私はシャットアウトして、もういいと思って。で、そのうち主人
に言われたときに、いや、言ったよって、そのときどうしようみたいな感じで言ったよ
って。その用事のことも言ったんですよ。そっち優先って言ってはったからみたいな、
それ以下ってことやんみたいな。かといって、それを主人に責めることもできないじゃ
ないですか、自分の実の兄弟だから。それで、一応は言ったけど用事優先って言っては
ったし、だからその産後ケアでお世話になろうと思ってみたいな。 
I：ご主人も同意してくれた。 
E：何でそのとき言わんのみたいな。はっみたいな。そこですごいもめて、結局。もめた
んですけど、でも、いや、行くよみたいな。行かしてもらうよみたいな。そうですね。
でも、私思ったんですけど、行こうか行くまいかというのを相談した友達に言われた一
言が、家に来てくれてもかまへんって、その友達が。でも、息子が受験生なんですよ。
それ前から知ってたし、よう行かんわって思って。その友達の両親も、生きてたら里帰
りおいでって絶対言うような両親だったんですね。行ったところで受験生だしみたい
な。行くのにもちょっと、迎えに行くって言ってくれはったんですけど、ここまで１時
間半、この抱っこして、いや、もういいと思って。でも、その子が言ってくれたんが、
身内で気使ってお世話になるんだったら、全くの他人でお世話になるほうが楽やでっ
て言ってくれたんですよ。あ、確かにそうかもと思って、それは思いました。 
I：なるほど。 
E：身内で気遣って何かやるんじゃなくて、それだったら全くの他人、お金幾らかかかっ
たとしても、そっちのほうが気楽やでって言われて。でも、確かにそのとおりと思いま
したね。 
I：そうなのかもしれないですね。 
E：そうなんですよ。私ばかりしゃべって。 
（この後、義母が亡くなってからのお別れの会の様子や、結婚・転居・妊娠までのことな
どの話を聞きインタビューを終了した。） 
 
